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１．福島町地域福祉計画策定の目的と意義 

 

本町においても人口減少や高齢化、少子化が進んでいます。また、要介護認定者やひとり

暮らし高齢者など、住み慣れた町で暮らしていくには支援が必要な町民も増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島町では福祉に関する計画として、高齢者の計画（高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画）、障害者の計画（障害者福祉計画・障害福祉計画）、子どもの計画（次世代育成支援行

動計画）を策定しています。また、健康に関する計画として、健康づくり推進計画「いきい

き健康ふくしま」があります。個々の対象者別にはこのような計画に基づいてサービスが提

供されています。しかし町で暮らしていくためには、もっと決め細やかな支援が必要ではな

いでしょうか。 

これまでの福祉施策は、支援を必要とする人に対する行政からの一方的なサービス提供や

措置が主な内容でした。しかし、少子高齢化や核家族化の進行、産業構造の変化やライフス

タイルの多様化により、家族内でまかなうことや地域での助け合い機能が低下しており、福

祉のあり方も大きく変えていかなければならない状況にあります。 

今回、本町が策定する地域福祉計画は、社会福祉法第 107 条に基づいて地方自治体が策定

するもので（努力義務）、次の３つの事項を盛り込むことが法律で定められています。 

高齢者 
1,362 人 
（国勢調査） 

 

 
1,890 人 

（住民基本台帳10月） 
 

 

5,401 人 

（住民基本台帳7月） 

総人口 

8,111 人 

（国勢調査） 

 

平成２年 平成 21年 

平成 12年 平成 20年 

要介護認定者 

192 人 

 

302 人 

子ども 
1,585 人 

（国勢調査） 
414 人 

（住民基本台帳） 

 

平成２年 平成 20年 

ひとり暮らし高齢者 

273 人 
（国勢調査） 

 

 

 

395 人 

（住民基本台帳等） 

平成２年 平成 20年 

福島町ではこんな状況です！ 

0～14歳  
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社会福祉法（抄） （昭和 26年法律第 45号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

また、「福島町総合振興計画」の生活関連の施策について、地域福祉の視点から具体化を図

る指針となり、保健福祉の各計画と関連しながら、住民、民間事業所、行政の協働による取

組を推進するための計画です。加えて、国の通知に基づき、災害時などを想定し、要援護者

の支援方策を盛り込むこととされています。 

このため、本町では、地域福祉に係る町内の資源や住民意向を把握し、「自助・共助・公助」

の連携を図りながら、町民が共に支えあう安心安全なまちづくりを推進するための指針とし

て「福島町地域福祉計画」を策定します。 

 

【地域福祉計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市町村地域福祉計画） 

第 107 条 市町村は、地方自治法第２条第４項の基本構想に即し、地域福祉の推進に関する事項

として次に掲げる事項を一体的に定める計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定し、又

は変更しようとするときは、あらかじめ、住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者その他社会

福祉に関する活動を行う者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるとともに、その内容を公表

するものとする。 

１ 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

２ 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 

３ 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 

社会福祉法（計画の根拠法） 

福島町総合振興計画 

福島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

福島町障害者福祉計画・障害福祉計画 

福島町次世代育成支援行動計画 

福島町健康づくり推進計画 

福島町地域福祉計画 

福島町社会福祉協議会 

住民、民間事業所、行政の協働
による取組の推進 

地域福祉の具体化に
よる将来像の実現 

専門的な施策の具体化による 

将来像の実現 
地 域 の 視 点 を
専 門 的 な 施 策
に反映 

行 政 施 策 だ け
で は 十 分 に 応
え ら れ な い 要
望への対応 

分野や対象者ごとの保健福祉の要望に
専門的に応える施策の推進 

災害時などを想定した要援護者の支援方策 
（国※通知に基づく新たな位置づけ） 
※平成 19 年８月 10 日 社援発第 0810001 号 

まとめるとこうなります！ 



 ３ 

２．地域福祉計画が目指すもの 

 

 計画策定に当たっては、特に次の視点を明確にした、計画策定を目指します。 
 

     福祉行政からみた「自助・共助・公助」と望ましい“地域”の在り方のデザイン 

介護保険や障害福祉など福祉の各分野のいろいろな制度改革によって、公的なサービス

（セーフティネット）は充実してきました。しかしこうした対象者が増えていく現状では、

個人の問題としてとらえるのではなく、地域全体の問題として取り組むことが重要です。

住民一人ひとりの地域による「自助」と公的な支援である「公助」を前提に、住民相互の

支え合いである「共助」が求められています。それぞれが担うべき役割を見直し、どのよ

うな方策を重点的、戦略的に講じるか、住民ぐるみで“地域のあり方”を再構築していく

ものとします。 

【自助・共助・公助のイメージ】 

 

 

 

 

 

     福島町の“福祉文化”の確立 

住み慣れた地域に安心して暮らすことは、すべての人に平等に与えられた権利です。

住民同士が互いに助け合い・支えあうことで人生を豊かに生き生きと暮らしていけるよ

う、それぞれの立場や状況の中で自分に何ができるのかを考えていくことが重要です。

そのために、それぞれの個性が発揮され、生きがいを持って暮らすことができる、「福島

町の福祉文化」をつくる計画を目指します。 

【福祉文化のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公 助 

坂の傾斜を

緩くする 

共 助 

自 助 

助け合い・支え合う 

各々の立場や状況で、自分に何

ができるのかを考え、実践する 

福祉が文化として 

実感できるまちへ 

 

安心安全
な福島町
の暮らし 

公 助 

町 

共 助 

 
自 助 

（住民） 

団体 

ＮＰＯ 

ﾎ゙ﾗﾝﾃｨｱ 

隣近所 

学校・幼稚園・保育所 

社協 

ｻ ﾋー゙ｽ事業者 

企業 道 

国 



 ４ 

(%)

不明
1.6

65歳以上
19.1

29歳以下
5.8

30～39歳
10.6

40～49歳
17.9

50～59歳
28.2

60～64歳
16.8

ｎ=549

(%)

不明
6.4

女性
65.6

男性
28.1

ｎ=549

３．アンケートから 
 

「健康で生きがいのある、安心して暮らすことのできるまち」をめざし、町民、行政、

福祉関係者などが互いに助け合い、支えあう仕組みを共に考えていくための「福島町地域

福祉計画」の策定にあたって、「地域福祉」に関する町民のご意見やご要望を収集するた

めに実施しました。 

 

調 査 対 象 福島町に居住する 18 歳以上町民 

標 本 数 1,000  

抽 出 法 無作為抽出 

調 査 方 法 郵送による配布・回収 

回 収 率 54.9％ 

調 査 時 期 平成 21 年８～９月 

 

■回答者の性別と年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■これからの福祉への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

4.2

1.5

0.9

71.2

14.6

47.0

11.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

できるだけ人に頼らず、自分や家族で
やっていくべき

地域の人が互いに協力し、住みやすい
地域にしていくべき

福祉や地域のことは、行政がしっかりと
面倒をみるべき

福祉や地域のことは、行政も住民も
協力し合い、共に取り組むべき

その他

わからない

不明 n=549

これからの福祉は

行政と住民が協働

すべきとする人が

７割を超えていま

す。 

 



 ５ 

■地域で協力したほうがよいと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■暮らしの中の困りごと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も多い困りごと

は「雪かきや屋根

の雪下ろし」。続い

て「重いものの運

搬」。 

ひとり暮らしでは

「雪かきや屋根の

雪下ろし」「重いも

のの運搬」「高いと

ころの電球交換な

ど」「料理・掃除・

洗濯など家事」。 

(%)

11.7

3.6

1.6

22.2

0.9

2.2

0.2

1.8

7.5

9.5

9.7

2.7

44.3

5.1

11.3

4.4

2.6

3.5

7.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

重いものの運搬

高いところの電球交換など

料理・掃除・洗濯など家事

買い物

緊急時の子どもや高齢者・障がい者
などの預かり

通院

庭木の手入れ

ごみ出し

雪かきや屋根の雪下ろし

金銭の管理

役場や銀行などの手続き

話し相手

犯罪

訪問販売や電話セールスなど

火事・地震・水害・土砂くずれなど災害

雨漏りや老朽化など住宅に関すること

その他

困りごとは特にない

不明 n=549

地域で最も協力す

べきは「災害時の

避難・救助や防災

対策」で６割を超

え、すべての年代

で第１位です。 

第２位は「ひとり

暮らし高齢者の見

守り活動」で５割

です。 

(%)

17.7

13.8

50.3

32.4

14.9

15.3

2.0

7.1

37.9

25.9

20.9

64.3

39.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

健康づくり活動や介護予防の活動

文化・教養・スポーツなどの生涯学習活動や
生きがいづくり活動

世代間の交流活動

災害時の避難・救助や防災対策

地域の防犯活動

自然保護活動・美化活動や環境保全の活動

子育ての相談や預かりなど子育て支援

ひとり暮らし高齢者の見守り活動

高齢者世帯の生活支援

障がい者（児）への支援

青少年の健全育成

その他

不明 n=549



 ６ 

(%)

9.9

26.7

7.9

35.5

9.7

5.3

1.1

37.7

28.2

6.8

48.2

18.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ごみ出しを手伝う

買い物の手伝いをする

食事をつくる

話し相手をする

通院や施設への送迎をする

散歩や外出に同行する

草むしりや庭の掃除をする

部屋の掃除や片づけをする

雪かきや屋根の雪下ろしをする

子どもを預かる

その他

不明 n=454

(%)

21.9

31.7

26.0

28.8

1.6

6.6

41.0

45.2

48.6

51.2

31.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

学校教育や社会教育などを通じた福祉教育を
充実する

地域での助け合いや支え合いの大切さを
ＰＲする

地域で行っているさまざまな活動内容について
情報提供を充実する

地域の中で手助けを必要としている人と手助け
をしたいと思っている人を結ぶための調整の場

や組織を充実する

介護方法やボランティア活動の方法などに
関する地域での学習機会を充実する

地域活動や福祉活動等に携わる人やリーダー
の養成を充実する

地域活動や福祉活動等に関する相談・指導を
行う専門職員を充実する

地域で行う活動の拠点となる場を整備する

地域におけるいろいろな活動への資金面の援
助を充実する

その他

不明 n=549

■近所や地域の中で手助けできること 

 

 

 

 

 

 

 

■手伝えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■支え合い活動の発展に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で悩みや困っ

ている世帯に手助

けをしたい人は８

割 を 超 え て い ま

す。 

 

地域で手伝えるこ

とは「話し相手」

が最も多く、「ごみ

出し」「雪かきや屋

根の雪下ろし」が

続いています。 

 

(%)

思う
82.7

思わない
11.8

不明
5.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

n=549

地域での助け合いや支え

合いの活動の輪を広げて

いくために必要なことは、

「助けが必要な人と助け

たい人とを結ぶ組織の充

実」と「地域活動の情報提

供の充実」。次いで、「地域

での助け合いや支え合い

の大切さのＰＲ」「学校教

育や社会教育などを通じ

た福祉教育の充実」が続い

ています。 

 



資料 2 

福島町地区懇談会の進め方（平成 21 年 10 月 19 日） 

項目 内 容 時間 備考 

１ 開会の挨拶  

25 分 

 

２  趣旨と経緯

説明 

資料１ 福島町地域福祉計画について 

資料２ 福島町地区懇談会の進め方 

資料３ 地区懇談会のテーマ 

資料４ 策定委員会で出た意見（地域で気になること） 

 

３  グループワ

ーク準備 

・自己紹介 

・リーダー、記録係、発表者、進行係の決定 

・テーマの選定（テーマ１～４の中からグループの合意で１つ

選ぶ） 

・模造紙のレイアウト作成（テーマ、グループ名等下図参照） 

10 分  

４  グループワ

ーク前半 

・「わがまちがめざすこと」の話し合い・作成（例のままでも

ＯＫ） 

・目標達成に向けて「問題なこと」について話し合い、ポスト

イット作成 

・ポストイット整理して摸造紙にマジックで記入 

20 分  

５  グループワ

ーク後半 

・「問題なこと」を地域で解決するために、今後の取組への提

案（優先順位をつけて）を話し合い、模造紙を完成させる 

20 分  

６  グループワ

ーク発表 

・わがまちがめざすことを実現するための提案（各グループ発

表者） 

・他のグループからの意見 

20 分  

７ まとめ    

８ 閉会の挨拶    

模造紙作成イメージ図     ※     の中を作成していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

     チーム名●●●   ﾒﾝﾊﾞｰ●●・■■・・・・・・・・・ 

 

 

テーマ● 

■・・・ 

問題点は 
 

■・・・ 

 効果の大きさ 

効果大 効果小 

着

手

の

期

間 

 
早
い 

×× 

･･･ 

◆◆ 

 
遅
い 

△△  

 

わがまちがめざすこと
（目標） 

 



 

 

事務局のみなさんへ 

 

配置：テーブルははじめからグループにセットしてください。 

 

準備：模造紙 各テーブル１枚 

   ポストイット（正方形）各テーブル２色 

   色マジック・黒マジック（各テーブル） 

   セロハンテープ（ポストイット固定用） 

   ホワイトボード等（なければ模造紙を張るボードでＯＫです） 

   広報ふくしま、福祉・保健関連のサービスのパンフレット（町民向け）各テーブルで１部 

   マイク（部屋が広い場合には準備した方がいいと思います） 



資料 3 

 1 

(%)

24.4

38.8

75.6

22.2

29.1

26.4

16.2

44.3

18.8

58.1

3.8

16.8

81.1

69.6

83.8

83.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ホームヘルプサービス（訪問介護）

デイサービス

ショートステイ

訪問入浴サービス

地域包括支援センター

声かけ訪問

除雪ボランティアサービス

温泉優待及び送迎

緊急通報システム

福祉機器（日常生活用具）の貸出・給付

育児相談・育児教室

子育てサロンの開放

遊びの広場「ゆりっこ広場」

一時保育

健康相談・健康料理教室など各種健康教室

不明 n=549

テーマ１ サービスを豊かに利用するための情報・相談 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしに必要なサービスを

豊かに使うために必要な

情報や相談 

策定委員会で出た意見（資料 3）： 
●高齢者のひとり暮らしが不安 
●高齢者が相談に来るがどこまで個人で対

応していいのかわからない 
●まったく身寄りのない高齢者が増え、介

護サービスの手続き、入退院、財産管理
などで困っている 

●認知症の人やその家族介護者も心配 
●支援が必要な人に対してどうすればいい

のか 

アンケートから見えたこと： 

みんな、広報ふくしまをよく見ているようだが、誰にも

わかりやすく出来ているだろうか？ 

わがまちがめざすこと

（目標） 

■文字が小さい 

■言葉がむずかしい 

■どこに相談にいけばいいのかわ

からない 

■相談に行けない場合はどうする

のか 

■24 時間の相談が必要 

■ 

・・・・ 

では、どんなことに取り組んだらいいか？ 

今後どのように改善したらいいのか、提案してみ

よう！優先順位をつけて。 

できるだけ具体的

にたくさん出して

みよう 

目標を達成するために 

地域で問題なことは？ 

： 

■必要な時に確か

な情報を得て活用

できるまち 

例 

グループで変えて

もＯＫ 

 

 効果の大きさ 

はじめると効果は大きいと思う 効果は小さいが必要だと思う 

着 手

の 

時期 

早
い
（す
ぐ
で
き
そ
う
）２
年
程
度
以
内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遅
い
（後
で
も
よ
さ
そ
う
）２
年
以
上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

28.1

28.2

15.8

20.9

8.0

2.2

2.6

1.5

4.2

6.9

3.5

1.6

7.1

5.8

73.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

町の広報「ふくしま」、回覧板

役場の窓口（地域包括支援ｾﾝﾀｰ含む）

福島町社会福祉協議会

民生委員・児童委員

所属している団体やサークル等

新聞、雑誌

テレビ、ラジオ

家族・親族（同居・別居を問わず）

知人、友人

近所の人

町のホームページ

インターネット

その他

福祉(ｻｰﾋﾞｽ)に関する情報が入ってこない

不明 n=549

福祉の情報はど

の年代も広報「ふ

くしま」や回覧板

から得ている人が

圧倒的多数。 

60 歳代は利用す
る可能性があるデ
イサービスや緊急
通報システムも知
らない人が多く、
サービス全般に
認知度が低い。 
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(%)

0.0

6.7

6.7

40.1

17.9

27.1

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

どんなことでも気兼ねなく相談し、助け合うこと
ができる

なんでもとまではいかないが、内容によっては
相談し、助け合うこともできる

簡単な頼みごとならできる

顔を合わせればあいさつする程度

ほとんどつき合いはない

その他

不明 n=549

テーマ２ 地域のきずな 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のきずなが感じられる 

策定委員会で出た意見（資料 3）： 
●共働き家庭の子どもの行き場として託児

所、児童館がない 

●独居世帯、老人世帯の憩いの場が少ない 

●独居世帯、老人世帯が増えており心配 

●若者が地元を離れてしまう 

●ごみを川に捨てる人がいる 

●ごみの分別が悪い 

●夜のウォーキングスタイルに気をつけて

ほしい 

●母親や女性が子どもの前でたばこを吸う

のはどうなのか 

●非社交的な人への対応に苦慮している

が、どうすればいいのか 

アンケートから見えたこと： 

親しいつき合いをしているのはわずか。でも近所で助け

合うことには多くの人が同意している。 

ある程度助け合うこと

ができるつき合いをし

て い る 人 は お よ そ

65％。一方で、あいさ

つする程度の軽いつき

合いが 30％弱。 

■近所であいさつしない 

■転入者にこちらから近づいてい

ない 

■気軽に立ち寄る場所がない 

■ 

■ 

では、どんなことに取り組んだらいいか？ 

今後どのように改善したらいいのか、提案してみ

よう！優先順位をつけて。 

目標を達成するために 

地域で問題なことは？ 

 

： ■家族のようなき

ずなで結ばれてい

るまち 

わがまちがめざすこと

（目標）  

 効果の大きさ 

はじめると効果は大きいと思う 効果は小さいが必要だと思う 

着 手

の 

時期 

早
い
（す
ぐ
で
き
そ
う
）２
年
程
度
以
内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遅
い
（後
で
も
よ
さ
そ
う
）２
年
以
上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(%)

近所であいさつをし
たり、協力すること
は当然だと思う

48.6

助け合って暮らして
いくことが大切だと
思う　　31.0

あいさつ程度は
するが、あまり深く
かかわりたくない

12.8

近所づき合いは
わずらわしいので
あまりしたくない

2.2

不明
5.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

n=549

近所で助け合うことが大
切とする積極派は３割。
やや消極派が５割弱。 
助け合いが当然とするの
は 60 歳代、あいさつする
程度でかかわりたくないは
40歳未満が多い。 
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(%)

避難できると思う
48.6

わからない
35.9

避難でき
ないと思う
13.1

不明
2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

n=549

(%)

23.6

25.0

27.8

13.9

2.8

44.4

22.2

5.6

5.6

12.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

介助が必要

避難所が遠い

近くに家族や知人がいない

となり近所で助け合えるかわからない

避難場所がわからない

緊急事態の発生がわからない

緊急時の情報が入らない

パニックになりどうしたらいいかわからない

その他

不明 n=72

テーマ３ 安全安心な暮らし 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが安全安心に住める

地域 

策定委員会で出た意見（資料 3）： 
●災害時の避難体制に不安がある 

●防災無線が聞きづらい 

●災害時に高齢者の避難を援助したいが、ど

こに誰が住んでいるのかわからない 

●災害時には自分の家族のこともあり、どう

動くのかマニュアルはあるのか？ 

●道路の段差があり車イスや杖利用、歩行器、

小さい子どもが歩きづらい 

●子どもの安全な遊び場が心配 

●高齢者でいつも詐欺に遭う人がいるが、な

かなかアドバイスを聞き入れてくれない 

●空き家が多くなり、防犯や災害時の問題が

ある 

●空き家の財産としての処理はどうなってい

るのか 

● 

アンケートから見えたこと： 

災害が起こったらどのように行動するのか、わからない

とする人が多い。避難場所も知らないなど関心は低い。 

■災害時に支援が必要な人をどう

やって把握したらいいのか 

 

■避難所生活は大丈夫だろうか 

 

■防犯対策もあるよね 

では、どんなことに取り組んだらいいか？ 

今後どのように改善したらいいのか、提案してみ

よう！優先順位をつけて。 

目標を達成するために 

地域で問題なことは？ 

 

： ■みんなで協力し

て、いざというとき

のために備えるま

ち 

わがまちがめざすこと

（目標）  

 効果の大きさ 

はじめると効果は大きいと思う 効果は小さいが必要だと思う 

着 手

の 

時期 

早
い
（す
ぐ
で
き
そ
う
）２
年
程
度
以
内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遅
い
（後
で
も
よ
さ
そ
う
）２
年
以
上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に避難できるとする

のは半数に届かない。避難

できないが１割を超える。 

要介護や障がいのある人

がいる家庭では避難できな

いとする傾向。 

災害時避難ができな

い理由は、「避難場所

がわからない」が４割を

超えて最も多い。 

平成 18 年６月障害者アンケート調査より 

：身体障害者手帳・療育手帳所持者・精神障害者保健福祉手帳及

び自立支援医療費（精神通院）支給認定受給者証所持者に実施 

1,825 配布／54.2％回収 
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テーマ４ ボランティア 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もっとボランティアが増える 

策定委員会で出た意見（資料 3）： 
●高齢者自身が生きがいを持てる活動が必

要ではないか 

アンケートから見えたこと： 

福祉に関心がある人が多いのに、ボランティア活動も地

域活動も何も参加していない人がいる。 

■若いボランティアが少ない 

■いつも同じ人が活動している。 

■ボランティア活動にはどんなこ

とがあるのか？ 

では、どんなことに取り組んだらいいか？ 

今後どのように改善したらいいのか、提案してみ

よう！優先順位をつけて。 

目標を達成するために 

地域で問題なことは？ 

 

： ■住民みんながボ

ランティアになるま

ち 

わがまちがめざすこと

（目標）  

 効果の大きさ 

はじめると効果は大きいと思う 効果は小さいが必要だと思う 

着 手

の 

時期 

早
い
（す
ぐ
で
き
そ
う
）２
年
程
度
以
内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遅
い
（後
で
も
よ
さ
そ
う
）２
年
以
上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉に関心がある
人は９割近く。 

(%)

14.4

18.4

10.9

11.7

3.1

2.7

1.6

22.2

2.4

52.8

5.1

11.8

26.0

4.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

町内会活動

お年寄りや体の不自由な人に対する
ボランティア活動

ＰＴＡ・子ども会活動

近所のお祭り、盆踊り

老人クラブ

趣味や娯楽のサークル活動

道路や公園などのそうじ

講座や催し

木や花を植えるなどの環境保護活動

伝統文化の保存活動

自主的な学習グループ

その他

どれも参加したことはない

不明 n=549

この1年間でどれも参加

したことがない人は２割

を上回る。 

町内会活動、清掃活動

や環境保護活動、趣味

活動、老人クラブは 60

歳代が中心。 

参加したことがないのは

40歳未満で多い。 

(%)

とても関心がある
19.5

ある程度関心が
ある
68.5

あまり
関心が
ない
8.6

まったく
関心が
ない
1.3

福祉について
考えたことが

ない
0.9

不明
1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

n=549



地域で気になること 資料4

子ど
も

高齢
者

障が
い者

健康
その
他

3 防災無線が聞きづらい 戸別設置が必要ではないか（国の補助があるのなら） ○

3 災害時の避難体制に不安がある 地域における援助体制が必要ではないか ○

1 高齢者のひとり暮らしが不安 地域における援助体制が必要ではないか ○

2 若者が地元を離れてしまう ○

2 ごみを川に捨てる人がいる ○

2 ごみの分別が悪い ○

1 医者の後継者がくるのか ○ ○ ○

1 入院設備がない ○ ○ ○

3 道路の段差があり車イスや杖利用、歩行器、小さい子どもが歩きづらい ○

3 空き家が多くなり、防犯や災害時の問題がある ○

3 空き家の財産としての処理はどうなっているのか ○

3 災害時に高齢者の避難を援助したいが、どこに誰が住んでいるのかわからない ○ ○

2 共働き家庭の子どもの行き場として託児所、児童館がない ○ ○

2 夜のウォーキングスタイルに気をつけてほしい ○

1 高齢者が相談に来るがどこまで個人で対応していいのかわからない 認知症高齢者（単身者）が多い ○

4 高齢者自身が生きがいを持てる活動が必要ではないか 活動に参加しない人はどうすのか？ ○

3 子どもがどんどん減少しているが学校の統廃合後の通学手段はどうなるのか ○

3 子どもの安全な遊び場が心配 子どもの見守りも必要 ○

2 関係者の合同の会議、定例会が必要 フリートークの場が必要、当会議がそうなればいい ○

3 災害時の要援護者問題が心配 災害時の対応の割り当てが必要ではないか ○

3 災害時には自分の家族のこともあり、どう動くのかマニュアルはあるのか？ 避難場所の検証が必要ではないか ○

3
高齢者でいつも詐欺に遭う人がいるが、なかなかアドバイスを聞き入れてくれ
ない

○

2 母親や女性が子どもの前でたばこを吸うのはどうなのか ○ ○

1
まったく身寄りのない高齢者が増え、介護サービスの手続き、入退院、財産管
理などで困っている

○ ○

2 独居世帯、老人世帯の憩いの場が少ない 高齢者と子どもがふれあえる行事が必要 ○

2 独居世帯、老人世帯が増えており心配 通院、買い物、除雪等日常生活への支援が必要 ○

1 認知症の人やその家族介護者も心配 認知症など徘徊者への支援が必要（介護者へのケアも含め） ○

1 支援が必要な人に対してどうすればいいのか 地域で世帯状況を共有する必要がある ○

相談の連絡網を周知する必要がある ○

地域での世話好き人を複数設置（孤立を防ぐため） ○

避難場所の周知が必要 ○

2 非社交的な人への対応に苦慮しているが、どうすればいいのか ○

福
＆
福

対象者

や
ま
ゆ
り

ど
す
こ
い
福
祉

グループワークで出た地域で気になること 対策案

グ
ル
ー

プ

名

テ
ー

マ
分

類



 

  

1 

テーマ１ サービスを豊かに利用するための情報・相談 

グループ 秋桜（コスモス） メンバー 住吉、佐藤、三影、諏訪、工藤（クニ）、塚本（リーダー）、山田（記録・進行）、塚本・花田（発表） 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わがまちがめざすこと（目標） 

＜地区懇談会で出た課題＞ 
▼せっかくの防災無線が聞こえない。 
▼広報・回覧は見ているが、いざとなったら忘れ
ている。 

▼温泉バスやゴミ処理の表が見にくい。 
▼相談場所がわからない。 
 
＜策定委員会で出た課題＞ 
●高齢者のひとり暮らしが不安。 
●高齢者が相談に来るがどこまで個人で対応し
ていいのかわからない。 

●まったく身寄りのない高齢者が増え、介護サー
ビスの手続き、入退院、財産管理などで困っ
ている。 

●認知症の人やその家族介護者も心配。 
●支援が必要な人に対してどうすればいいの
か。 

そのためにみんなが改善すべき点は？ 

■情報を必要とする人の立場に
立った情報提供と自ら知るため
の努力・工夫をしよう！！ 

わたしたちの提案  

 効果大～２年以内にする 効果小～２年以内にする 

効果大～２年より後でする 効果小～２年より後でする 

□ 広報・回覧はきちんと個々で管理して必要なと

きに見返すようにする（自助）。 

□ 広報・回覧はなお一層の発行を工夫！！読む人

の立場になって！！（公助） 

□ 温泉バスやごみ処理については、地区ごとの表

などをつくってみたらどうか（公助）。 

□ 相談する場所として役場、社協の広報や周知を

工夫する（共助・公助） 

□ 地域で日常的に色々な話が出来るような人づ

きあいをする（共助）。 

 

 

 □ 防災無線の個別受信器を設置する（一部自己負

担もあり？）。 

 



 

  

2 

テーマ２ 地域のきずな 

グループ ひまわり メンバー 西田、中山、新山、堀井、高田、坂口（リーダー・発表）、工藤（泰）（記録・進行） 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わがまちがめざすこと（目標） 

＜地区懇談会で出た課題＞ 
▼若い人がいないので年寄りだけで、困っていること
（ひざの調子が悪いが運動したい、避難場所がわ
からない、避難路の山道は登れないが避難できる
のか等）の持っていく先がわからない。 

▼ふれあい教室は近くなので参加しやすいが、参加
者が少なく、いつも同じ人。 

▼ふれあい教室は春から秋は月２回だが冬は月１
回になってしまう。 

▼老人区クラブに入る人が少ない。 
▼町内会ごとのつながりは深いが、それ以外は薄い
のではないか。 

▼人によって受けとめ方が違い、人と付き合うのは
難しい。 

＜策定委員会で出た課題＞ 
●共働き家庭の子どもの行き場として託児所、児童
館がない。 

●独居世帯、老人世帯の憩いの場が少ない。 
●独居世帯、老人世帯が増えており心配。 
●若者が地元を離れてしまう。 
●ごみを川に捨てる人がいる。 
●ごみの分別が悪い。 
●夜のウォーキングスタイルに気をつけてほしい。 
●母親や女性が子どもの前でたばこを吸うのはどう
なのか。 

●非社交的な人への対応に苦慮しているが、どうす
ればいいのか。 

 

そのためにみんなが改善すべき点は？ 

わたしたちの提案  

 
効果大～２年以内にする 

効果大～２年より後でする 

□ 挨拶は基本（大人と子どもの挨拶はうまくコミ

ュニケーションがとれている）。 

□ 教室や催し物などが行われる時は、参加するよ

う近所へ声をかけていく。 

 

■家族のようなきずなで結ばれ
ているまち！！ 

・ 隣近所のことは気にかけている。 
・ 一日顔を見ないと心配な関係。 
・ あいさつはみんながしている。 
・ 温泉があって助かる。 
・ 吉岡に病院があるので安心。 

・ 吉岡の中に病院、郵便局、店があ
り便利。 

吉岡のよいところは 



 

  

3 

テーマ３ 安全安心なくらし 

グループ やまゆり メンバー 木村、菊池、平沼、小笠原（幸）、澤田、福井（記録） 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わがまちがめざすこと（目標） 

そのためにみんなが改善すべき点は？ 

わたしたちの提案  

 
効果大～２年以内にする 効果小～２年以内にする 

□ ハザードマップを作成する。 

□ 避難用具を整備する。 

□ 地区ごとの避難訓練を行う。 

□ ボランティアを募り、地区での体制をつくる。 

□ 連絡網をつくる。 

□ 町の広報に町内会単位の避難場所の地図を載

せる。 

□ 避難路を早期に整備する。 

 

 

効果大～２年より後でする 効果小～２年より後でする 

  

＜地区懇談会で出た課題＞ 
▼各地区の避難場所が明確でない。 
▼防災に対する町の周知が遅い（情報手段の不
足）。 

▼要介護者等の避難用具（車椅子、タンカー
等）がない。 

▼町民すべてが避難場所をわかっていない。 
▼ハザードマップがない。 
▼地区ごとのボランティアが少ない。 
▼要介護者等が町内会では把握できない。 
▼町内会の連絡網がない。 
▼災害、犯罪や病気・要介護の町民の対応など
安全に暮らすため体制が不足している。 

＜策定委員会で出た課題＞ 
●災害時の避難体制に不安がある。 
●防災無線が聞きづらい。 
●災害時に高齢者の避難を援助したいが、どこ
に誰が住んでいるのかわからない。 

●災害時には自分の家族のこともあり、どう動くの
かマニュアルはあるのか？ 

●道路の段差があり車イスや杖利用、歩行器、
小さい子どもが歩きづらい。 

●子どもの安全な遊び場が心配。 
●高齢者でいつも詐欺に遭う人がいるが、なかな
かアドバイスを聞き入れてくれない。 

●空き家が多くなり、防犯や災害時の問題があ
る。 

●空き家の財産としての処理はどうなっているの
か。 

■みんなで協力していざという
ときのために備えるまち！！ 



 

  

4 

テーマ４ ボランティア 

グループ 福＆福 メンバー 竜川、長谷川、川口、塚本、小笠原（実）、金沢、山名（発表）、木村（記録） 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わがまちがめざすこと（目標） 

そのためにみんなが改善すべき点は？ 

わたしたちの提案 

 
効果大～２年以内にする 効果小～２年以内にする 

□ ボランティアニーズを把握する。 

□ 確実なボランティア保険に加入する。 

□ （短期の犬の散歩、隣のお

ばあさんの昔話を聞く、温

泉場での背中流し等）個別

的ニーズを把握する。 

効果大～２年より後でする 効果小～２年より後でする 

 □ ポイント制度を導入する。 

 

＜地区懇談会で出た課題＞ 

▼若者が福祉に無関心。 

▼ケガをした時の保障があるのか？ 

▼同じ人がいつも活動している。 

▼受ける側に素直に受け入れない人がいる。 

▼ボランティア活動の中身がわからない。 

 

＜策定委員会で出た課題＞ 

●福祉に関心がある人が多いのに、ボランティア

活動も地域活動も何も参加していない人がい

る。 

 

 

 

■全住民（特に若者）がボランテ
ィアになる町へ 




